
標準PLMC40/PLMC-MⅡ/PLMC-MⅡEX サンプルラダー補足説明書

（株）テクノ
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弊社作成のサンプルラダー（SmplLadd）を元に、御社でカスタマイズするためのご説明をいたし
ます。

１．参考資料一覧

以下でご説明するマニュアルは、ご使用のシステムに応じて異なります。ご使用のシステムに
応じたマニュアルを参照下さい。

（本資料ではラダーに関連した説明だけを記載しています。各々のマニュアルについては、別途
一通りご覧いただく事をおすすめします。）

１-１.ＰＬＭＣ４０

１-１-１.ユーザーズマニュアル

システムの全体的なご説明です。

PLMC40 ユーザーズマニュアル（TB00-0810）
項目名とページ 概要 順番

１①機能編 ４．FA-M3インターフェース FA-M3とPLMCのインターフェースの概要と
ページ.E1～E4 基本的な考え方を説明しています。

１②機能編 ２．入出力機能 ＰＬＭＣの入力／出力機能の説明です。
ページ.D10～D14

１③機能編 ８．機械操作パネル 機械パネル機能の説明です。
ページ.G1～G2

１④機能編 7-3-18.ＭＯＵＴ：Ｍコード出力 Ｍコード出力の説明です。
ページ.F18

順番：見ていただく順番

１-１-２.送受信データ説明書

ラダーで取り扱うデータの詳細をご説明しております。

標準PLMC40対応 送受信データ説明書（TB00-0814）
項目名とページ 概要 順番

１０3-1.FA-M3との通信に使用する場合 送受信データ説明書の表記(見方)の説明
P.5～P.6

4.通信データ詳細説明 サンプルラダーで使用しているデータの
１１4-1-2. 動作ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書込/読出 詳細です。使用するコマンドに応じて参

4-1-3. DNCﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書込/読出 照下さい。
4-1-7. ポジション・ステータスデータ
4-1-16. DNCﾊﾞｯﾌｧ情報ﾃﾞｰﾀ読出
4-1-23.ﾏｸﾛ変数(一般ﾚｼﾞｽﾀ)書込/読出
4-1-27.軸ﾈｸﾞﾚｸﾄ設定ﾃﾞｰﾀ読出
4-1-28.軸ｲﾝﾀﾛｯｸ設定ﾃﾞｰﾀ読出
4-1-29.各軸ｻｰﾎﾞON/OFF設定ﾃﾞｰﾀ読出
4-1-31. ﾏｸﾛ変数読出
4-2-7. インクレＰＴＰコマンド
4-2-16. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行開始ｺﾏﾝﾄﾞ
4-2-18. 実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ選択ｺﾏﾝﾄﾞ
4-2-55. ﾏｸﾛ変数書き込みｺﾏﾝﾄﾞ

順番：見ていただく順番

TB00-0884.jtd－1



１-１-３.サンプルラダー説明書

ＦＡ－Ｍ３からＰＬＭＣ４０を運転する場合のサンプルラダー説明です。

標準PLMC40対応サンプルラダー説明書（TB00-0817）
項目名とページ 概要 順番

２１．概要 ～ ３．サンプルラダーの構成 サンプルラダーの想定しているモジュー
P.3～P.6 ル構成や、サンプルラダーの表記につい

ての説明です。
４．ラダー処理

３(１) 入出力モジュールからの入力
→ ＰＬＭＣへの出力 P.7

４(２) ＰＬＭＣからの入力 入出力機能を使用したサンプルです。
→ 入出力モジュールへの出力 P.7

５(３) 機械パネルＩ／Ｆデータ設定 PLMC40 :ＸＹリレー、ＣＮ１
P.7 PLMC-MⅡ：ＸＹリレー、

６(４) Ｍコード処理 特殊モジュールレジスタ
P.8

７(５) 割り込み処理
P.9

１３(６) ＰＴＰ移動コマンド
P.9

１４(７)/(８) ダイナミックデータ 特殊モジュールレジスタ、入出力リレー
ローディング による、ラダー／PLMC間の通信機能のサ

（動作プログラム書込）P.10～P.11 ンプルです。
１５(９) 動作プログラム読み込み

P.12
１６(10) データリフレッシュ

P.12
９(11) 固定データ領域READ/WRITE 特殊モジュールレジスタに割り当てられ

P.12 た固定データを使用するサンプルです。
１２５．通信処理 通信処理の詳細を説明しています。

P.13～P.15
さらに補足の説明を本資料の「３．通信
処理補足説明」で行っています。

順番：見ていただく順番
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１-２.ＰＬＭＣ－ＭⅡ

１-２-１.ユーザーズマニュアル

システムの全体的なご説明です。

PLMC-MⅡユーザーズマニュアル（TB00-0860）
項目名とページ 概要 順番

１①機能編 ４．FA-M3インターフェース FA-M3とPLMCのインターフェースの概要と
ページ.E1～E5 基本的な考え方を説明しています。

１②機能編 ２．入出力機能詳細 ＰＬＭＣの入力／出力／機械パネル機能
ページ.D8～D17 の説明です。

１③機能編 7-3-18.ＭＯＵＴ：Ｍコード出力 Ｍコード出力の説明です。
ページ.F18

順番：見ていただく順番

１-２-２.送受信データ説明書

ラダーで取り扱うデータの詳細をご説明しております。

標準PLMC-MⅡ対応 送受信データ説明書（TB00-0864）
項目名とページ 概要 順番

１０3-1.FA-M3との通信に使用する場合 送受信データ説明書の表記(見方)の説明
P.5～P.6

4.通信データ詳細説明 サンプルラダーで使用しているデータの
１１4-1-2. 動作ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書き込み/読み出し 詳細です。使用するコマンドに応じて参

4-1-3. DNCﾃﾞｰﾀ書き込み 照下さい。
4-1-7. ポジション・ステータスデータ
4-1-16.DNCﾊﾞｯﾌｧ情報ﾃﾞｰﾀ読み出し
4-1-23.ﾏｸﾛ変数(一般ﾚｼﾞｽﾀ)書込/読出
4-1-26.軸ﾈｸﾞﾚｸﾄ設定ﾃﾞｰﾀ読出
4-1-27.軸ｲﾝﾀﾛｯｸ設定ﾃﾞｰﾀ読出
4-1-28.各軸ｻｰﾎﾞON/OFF設定ﾃﾞｰﾀ読出
4-1-30.マクロ変数書き込み/読み出し
4-2-7. インクレＰＴＰコマンド
4-2-55.ﾏｸﾛ変数書き込みコマンド

順番：見ていただく順番

１-２-３.サンプルラダー説明書

ＰＬＭＣ－ＭⅡ用の同説明書が未完成であるため、ＰＬＭＣ４０用の
サンプルラダー説明書を参考にして下さい。
基本的な使い方は同じですが、主に以下の点が異なります。

[ＰＬＭＣ４０とＰＬＭ－ＭⅡの違い]
・軸数が４軸から９軸になっている。
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１-３.ＰＬＭＣ－ＭⅡＥＸ

１-３-１.ユーザーズマニュアル

システムの全体的なご説明です。

PLMC-MⅡEXユーザーズマニュアル（TB00-0900）
項目名とページ 概要 順番

１①機能編 ４．FA-M3インターフェース FA-M3とPLMCのインターフェースの概要と
ページ.E1～E4 基本的な考え方を説明しています。

１②機能編 ２．入出力機能詳細 ＰＬＭＣの入力／出力／機械パネル機能
ページ.D9～D23 の説明です。

１③機能編 7-3-18.ＭＯＵＴ：Ｍコード出力 Ｍコード出力の説明です。
ページ.F21

順番：見ていただく順番

１-３-２.送受信データ説明書

ラダーで取り扱うデータの詳細をご説明しております。

標準PLMC-MⅡEX対応 送受信データ説明書（TB00-0904）
項目名とページ 概要 順番

１０3-1.FA-M3との通信に使用する場合 送受信データ説明書の表記(見方)の説明
P.6～P.7

4.通信データ詳細説明 サンプルラダーで使用しているデータの
１１4-1-2. 動作ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書込/読出 詳細です。使用するコマンドに応じて参

4-1-3. DNCﾃﾞｰﾀ書込 照下さい。
4-1-6. ステータスデータ
4-1-9. DNCﾊﾞｯﾌｧ情報ﾃﾞｰﾀ読み出し
4-1-14.ﾏｸﾛ変数(一般ﾚｼﾞｽﾀ)書込/読出
4-1-17.軸ﾈｸﾞﾚｸﾄ設定ﾃﾞｰﾀ読出
4-1-18.軸ｲﾝﾀﾛｯｸ設定ﾃﾞｰﾀ読出
4-1-19.各軸ｻｰﾎﾞON/OFF設定ﾃﾞｰﾀ読出
4-1-21.マクロ変数書込/読出
4-1-27.ﾎﾟｲﾝﾄﾃｰﾌﾞﾙ書込/読出
4-2-7. インクレＰＴＰコマンド
4-2-55.マクロ変数書込コマンド
4-2-56.独立位置決めコマンド

順番：見ていただく順番
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１-３-３.サンプルラダー説明書

ＦＡ－Ｍ３からＰＬＭＣ－ＭⅡＥＸを運転する場合のサンプルラダー説明です。

標準PLMC-MⅡEX対応サンプルラダー説明書（TB00-0917）
項目名とページ 概要 順番

２１．概要 ～ ３．サンプルラダーの構成 サンプルラダーの想定しているモジュー
P.3～P.6 ル構成や、サンプルラダーの表記につい

ての説明です。
４．ラダー処理

３(１) 入出力モジュールからの入力 入出力機能を使用したサンプルです。
→ PLMC-MⅡEXへの出力 P.7

４(２) PLMC-MⅡEXからの入力 PLMC-MⅡEX：ＸＹリレー、
→ 入出力モジュールへの出力 P.7 特殊モジュールレジスタ

５(３) 機械パネルＩ／Ｆデータ設定 P.7
６(４) Ｍコード処理 P.8
７(５) 割り込み処理 P.9
１３(６) ＰＴＰ移動コマンド P.9
１４(７) 独立位置決めコマンド P.9 特殊モジュールレジスタ、入出力リレー
１５(８) ﾏｸﾛ変数書き込みコマンド P.10 による、ラダー／PLMC-MⅡEX間の通信機
１６(９)ダイナミックデータローディング 能のサンプルです。
１７（動作プログラム書込） P.10
１８(10) 動作プログラム送信 P.11
１９(11) 位置決めﾎﾟｲﾝﾄﾃｰﾌﾞﾙ送信 P.12
２０(12) 動作ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ受信 P.12
２１(13) DNCﾊﾞｯﾌｧ状態受信 P.12
２２(14) ﾏｸﾛ変数受信 P.13
２３(15) 位置決めﾎﾟｲﾝﾄﾃｰﾌﾞﾙ受信 P.13
２４(16) データリフレッシュ P.13
９(17) 固定データ領域READ/WRITE 特殊モジュールレジスタに割り当てられ

P.14 た固定データを使用するサンプルです。
１２５．通信処理 通信処理の詳細を説明しています。

P.14～P.18
さらに補足の説明を本資料の「３．通信
処理補足説明」で行っています。

順番：見ていただく順番

１-４.シーケンスCPU説明書 命令編 (IM34M6P12-03)

横河電機殿のマニュアルです。
横河電機殿のホームページからダウンロードする事が可能です。（メンバー登録が必要）
http://www.yokogawa.co.jp/itc/itc-index-ja.htm

項目名とページ 概要 順番
８3.11 特殊モジュール用命令 通信処理で使用しているREAD／WRITE命令

3.11.1 読み出し、書き込み の説明です。
P.3-183～P.3-186 （この資料は横河電機殿の資料です。）

順番：見ていただく順番
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２．一般的なラダーを作成する際に必要と思われる処理

一般的なラダーの作成に必要と思われる処理の概略をご説明致します。
（ＰＬＭＣの設定によっては他にも処理が必要になったり、不要になったりします。）
又、構成によっては、この他にも外部機器・センサー等との信号の受け渡しやインターロックが
必要になると思います。ラダーを作成される際は、これも考慮して作成下さい。

各信号の機能については、本資料(TB00-0884)”１参考資料一覧”のユーザーズマニュアルの
「機能編 ２. 入出力機能」に記述されているページを参照して下さい。

※ PLMC40/PLMC-MⅡ/PLMC-MⅡEXによって信号名が異なります。

２-１．電源投入時

① リセット（エラー解除／サーボＯＮ） → RSTSW（リセットリレー）オン／オフ
② 原点復帰 → ZRTNSW（原点復帰リレー）オン／オフ

※ RSTSW/ZRTNSWはＰＬＭＣの入力リレー（ラダーから見ると出力リレー）です。

各コントローラの信号名
PLMC40 PLMC-MⅡ PLMC-MⅡEX

①リセット RSTSW（ﾘｾｯﾄﾘﾚｰ） RSTSW T□RESET
(ｴﾗｰ解除/ｻｰﾎﾞON)
②原点復帰 ZRTNSW（原点復帰ﾘﾚｰ） ZRTNSW T□RETURN

２-２．段取り、手動操作

① ＪＯＧ／インチングにて手動操作 → 機械パネルI/F(MPJOG、MPAXSL0～7)制御
② 原点設定（必要に応じて） → ZSETSW（原点設定リレー）オン／オフ

機械パネルＩ／ＦはＰＬＭＣの入力リレー（ラダーから見ると出力リレー）です。
機械パネルＩ／Ｆではリレーをオン／オフするだけでＪＯＧ／インチングの等の手動操
作や、オーバーライドの変更、動作モードの変更などを行うことができます。
通信コマンドでも同様の事を行えますが、機械パネルＩ／Ｆで実行する方が簡単に操作
できます。

各コントローラの信号名、特殊モジュールレジスタデータ位置番号
PLMC40 PLMC-MⅡ PLMC-MⅡEX

①ＪＯＧ 968(CH3) ※1 MPJOG T□MP_MDJOG
968(CH4) MPAXSL0～7 T□MP_AXSL0～7

①インチング 968(CH3) ※1 MPINCH T□MP_MDINCH
968(CH4) MPAXSL0～7 T□MP_AXSEL0～7

②原点設定 ZSETSW ZSETSW T□CRCLR

※1 特殊モジュールレジスタのデータ位置番号と機械操作パネルの入力チャンネルです。
詳細は、以下の資料を参照して下さい。

データ位置番号：「ユーザーズマニュアル機能編(TB00-0810E) 4-3.データレジスタ」
機械操作パネル：「ユーザーズマニュアル機能編(TB00-0810G) 8.機械操作パネル」
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２-３．運転１（動作プログラムをあらかじめＰＣソフトからダウンロードしている場合）

① プログラム番号選択 → 機械パネルI/F(MPPSEL0～7)制御
② 動作プログラムスタート → STARTSW（動作プログラムスタートリレー）

オン／オフ

各コントローラの信号名、特殊モジュールレジスタデータ位置番号
PLMC40 PLMC-MⅡ PLMC-MⅡEX

①プログラム番号 969(CH5) ※1 MPPSEL0～7 T□MP_PSEL0～7
選択

②動作プログラム STARTSW STARTSW T□START
スタート

※1 特殊モジュールレジスタのデータ位置番号と機械操作パネルの入力チャンネルです。
詳細は、以下の資料を参照して下さい。
データ位置番号：「ユーザーズマニュアル機能編(TB00-0810E) 4-3.データレジスタ」
機械操作パネル：「ユーザーズマニュアル機能編(TB00-0810G) 8.機械操作パネル」

２-４．運転２

① 動作プログラムダウンロード → 通信処理により、あらかじめ作成してあっ
た動作プログラム（ＰＣでＣＦカード等に
保存）をＰＬＭＣにダウンロード

② 動作プログラムスタート → STARTSW（動作プログラムスタートリレー）
オン／オフ

各コントローラの信号名
PLMC40 PLMC-MⅡ PLMC-MⅡEX

①動作プログラム サンプルラダー サンプルラダー サンプルラダー
ダウンロード (7) ※１ (7) ※１ (9) ※１

②動作プログラム STARTSW STARTSW T□START
スタート

※１ サンプルラダーのダイナミックデータローディング(ＤＤＬ)の処理番号です。
ダイナミックデータローディング(ＤＤＬ)の処理で、
動作プログラムダウンロードの処理をおこなっています。
詳細は、本資料(TB00-0884)”１参考資料一覧”のサンプルラダー説明書の
「ダイナミックデータローディング」に記述されている、ページを参照して下さい。
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３．通信処理補足説明
標準PLMC40対応 サンプルラダー説明書（TB00-0817）の「５．通信処理」の補足説明を行います。
PLMC-MⅡの場合も、基本的に同様の処理を行っているので参考にして下さい。
PLMC-MⅡEXの場合は、PLMC-MⅡEX用サンプルラダー説明書(TB00-0917)の「５．通信処理」の
補足説明になります。

３-１．通信処理の構成

サンプルラダーの通信処理は以下のような構成になっています。

SMPLMAINブロック

：

[Ａ]
通信要求ＯＮ
（下記[Ｂ]の処理に対する COMMAINブロックに対する通信要求をオンします。
要求リレーをオン） （その他、通信に関係ない処理も行っています。）

お客様にて変更
：

COMMAINブロック
[Ｂ]通信要求受け付け処理：他のブロック（SMPLMAINブ
ロック）からの通信要求を受け付けて「通信メイン処[Ｂ]

通信要求受け付け処理 理」を初期化してから実行します。
（通信メイン処理実行準備） [Ｃ]データリフレッシュ処理：他のブロックからの通信

要求が無い時に、ＰＬＭＣからマクロ変数等のデータを
受信。データレジスタへ保存しています。お客様にて変更

[Ｃ] これらの[Ｂ][Ｃ]の処理はお客様でカスタマイズする
データリフレッシュ処理 （サンプルラダーでは全ての通信コマ必要があります。

（通信メイン処理実行準備） ンドを作成している訳ではありません。サンプルにない
通信コマンドが必要になった場合は、お客様にて作成す
る必要があります。）お客様にて変更

[Ｄ]
通信メイン処理 PLMCと実際に通信(ハンドシェーク)を行ってい

この処理はテクノが作成した処理る処理です。
変更するとPLMCとテクノが作成した処理を をそのまま使用して下さい。

通信できなくなる可能性があります。コピーして使用
（変更しない）
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３-２．通信処理に「インクレＰＴＰコマンド」を追加する手順（事例）

サンプルラダーで作成している「インクレＰＴＰコマンド」発行処理を追加した際の手順を説明
します。新たに通信コマンドを追加する際の参考にして下さい。
尚、サンプルラダー説明書（TB00-0817/TB00-0917）で説明していますが、信号名称定義の
名前付けは必須ではありません。しかし、後からラダーを読むときのためにも定義する事を
おすすめします。

(１) 共通信号定義に以下のデータを追加します。
(COMMAINブロックと他のブロック（通信要求を行うブロック）とのインターフェースに
使用する信号を追加します。)

信号名 デバイス 概要(目的)
ＰＴＰ移動コマンドデータ構造体を格納する領域です。

D_PtpS Ｄレジスタ (PLMC40は10WORD、PLMC-MⅡ/MⅡEXは20WORD分の領域を
確保します。)
データの詳細については送受信データ説明書の
「4-2-7.インクレＰＴＰコマンド」を参照下さい。

I_REQ_PTPSTART Ｉリレー 通信用ラダー処理(COMMAINブロック)への
PTPコマンド発行要求リレーです。

※ 他の通信コマンドを作成する際は、適宜信号名を変更して下さい。

(２) COMMAINブロックの に以下のデータを追加します。ブロック信号定義
(COMMAINブロック内でローカルに使用する通信中フラグを作成します。)

信号名 デバイス 概要(目的)
PTPコマンド通信中を表すフラグです。

LI_REQ_PTPSTART ／Ｉリレー PTPコマンド発行要求リレー（I_REQ_PTPSTART）を受けて
オンします。(ローカルデバイス)

※ 他の通信コマンドを作成する際は、適宜信号名を変更して下さい。

[ブロック信号定義]
とは異なり、そのブロックでのみ有効な信号定義です。ここで指定した信号名共通信号定義

称は他のブロックからは参照出来ません。
ブロック信号定義を編集するには、ブロックを編集画面に表示した状態で、メニューの「編
集」→「ブロック信号定義」を選択して下さい。
尚、当社のサンプルラダーではブロック信号定義にはローカルデバイスのみ定義しています。

(３) COMMAINブロックに上記PTPコマンド発行要求リレーオン時の受け付け処理を作成します。

「COMMAINブロック」内の「通信メイン処理」のためにデータを初期化します。
通信を行っていない状態（LD_CPhaseが０）で、かつＰＴＰコマンド要求があった時(I_REQ_
PTPSTARTオン)に「通信メイン処理」を初期化して起動します。

※ LD_CPhase は通信メイン処理で使用しているシーケンスフラグです。この値が
０の時は、通信を行っていない状態です。

通信が完了したら（LD_CPhaseが１０）ＰＴＰコマンド要求(I_REQ_PTPSTART)をオフして
通信が完了した事を通知します。
(LD_CPhaseを10にする処理は、”３-１通信処理の構成”図の[Ｄ]で行っています。)
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※ 上記ラダーは「３-１.通信処理の構成」の[Ｂ]に対する追加です。

○ ＬＤ＿ＣＰｈａｓｅ：通信処理シーケンスフラグ
０ ：通信未実行状態 → 通信をしていない状態なので、新たな通信を開始する事が

出来ます。
１ ：通信実行開始 → [Ｄ]の通信メイン処理に対する通信開始要求になります。

1に設定後、通信が完了するまで(10になるまで)は
通信メイン処理に関するデータ（下記のデータ等）は
変更しないで下さい。

２～９：通信処理中 → 通信メイン処理がＰＬＭＣと通信中の状態です。
１０ ：通信完了 → ＰＬＭＣとの通信が完了した状態です。通信結果は

LD_RResに格納されています。

○ ＬＤ＿ＳＣｍｄ：通信種別
１：データ送信

送受信データ説明書 」の「4-1.データ送受信機能詳細」に記述しているデータの内、「 ※
となっているデータを書き込む場合、ＬＤ＿ＳＣｍｄに1を設定します。～書込

(ＰＬＭＣへデータを書き込みます。)
２：データ受信

「送受信データ説明書 」の「4-1.データ送受信機能詳細」に記述しているデータの内、※
となっているデータを読み出す場合、ＬＤ＿ＳＣｍｄに2を設定します。～読出

(ＰＬＭＣからデータを読み出します。)
３：動作指示

「送受信データ説明書 」の「4-2.動作要求コマンド詳細」に記述しているコマンドを※
送信する場合、ＬＤ＿ＳＣｍｄに3を設定します。
(ＰＬＭＣへ動作コマンドを発行します。)

インクレＰＴＰコマンドは(ＰＬＭＣへの動作コマンドなので）、動作指示の３を
設定しています。
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○ ＬＤ＿ＳＴｙｐｅ：通信データタイプ
通信を行うデータ／コマンドを設定します。
ここで設定する値は、「送受信データ説明書 」の各データの説明にある※
<<データタイプ>>に記載されています。

インクレＰＴＰコマンドのデータタイプは「＄１５」なので、この値を設定しています。

○ ＬＤ＿ＳＡｌｌＳｉｚｅ；全送信データサイズ
送信するデータの数をＷＯＲＤ単位で設定します。
（データ受信指定時は０を設定）
データ数は「送受信データ説明書 」の各データの説明にある<<データフォーマット>>に※
記述されています。

インクレＰＴＰコマンドのデータサイズは、以下の通りです。
ＰＬＭＣ４０ ：１０ＷＯＲＤ
ＰＬＭＣ－ＭⅡ/ＭⅡＥＸ ：２０ＷＯＲＤ

○ ＬＤ＿ＳＰｒｍ：通信パラメータ
データ送受信の時の通信パラメータを設定します。
ここで設定する値は、「送受信データ説明書 」の各データの説明にある※
<<パラメータ>>に記載されています。

動作コマンド（インクレＰＴＰコマンド）では使用しないので、０を設定しています。

○ ＬＤ＿ＳＴＡＳＫ(ＰＬＭＣ－ＭⅡＥＸのみ)：通信対象タスク番号
通信を行うＰＬＭＣ－ＭⅡＥＸのタスク番号を設定します。
「送受信データ説明書 」の各データの説明にある<<タスク指定>>が、※
「無効」の場合は０を設定します。

○ ＬＤ＿ＰＤａｔ：データポインタ
[データ書込／動作指示コマンドの時]

特殊モジュールレジスタの通信データ領域に書き込むデータの先頭デバイスへの
参照を設定します。
通信メイン処理にてここで設定されたデバイスから「書込データサイズ」で指定された
データ数分のデータが通信データ領域に書き込まれます。（WRITEされます）

[データ読込の時]
特殊モジュールレジスタの通信データ領域から読み込んだデータを書き込む
先頭デバイスへの参照を設定します。
通信メイン処理にて通信データ領域から読み込んだ(READした)データを
ここで設定したデバイスに保存します。

[補足] 特殊モジュールレジスタ：特殊モジュール書込み／読出し命令（READ/WRITE）にて
アクセスするPLMCのレジスタです。

インクレＰＴＰコマンドの処理では、D_PtpSから２０WORD分の領域にインクレＰＴＰ
コマンドデータを設定しています。LD_PDatには、set@命令(間接アドレスセット命令)を
使用し、D_PtpSのアドレスを設定しています。

「間接アドレスセット命令(Set@)」については、横河電機殿マニュアル
「シーケンスＣＰＵ説明書 命令編(IM34M6P12-03)」を参照して下さい。

本資料(TB00-0884)”１参考資料一覧”の送受信データ説明書を参照して下さい。※
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(４) 他のブロック（SMPLMAINブロック）にPTPコマンド発行要求処理を作成します。

インクレＰＴＰコマンドデータ（Ｄ＿ＰｔｐＳ）を初期化（設定）して、
ＰＴＰコマンド発行要求リレー（I_REQ_PTPSTART）をオンします。

※ 通信が完了したら I_REQ_PTPSTART がオフします。
以下の処理では、各軸が「X100,Y200,Z300,A400,B500,C600,R700,Q800,T900」パルス
移動するように初期化（設定）しています。

※ 上記ラダーは「３-１.通信処理の構成」の[Ａ]に対する追加です。


